
 
 

大気環境モニタリングの在り方に関する検討会（第１

議事要旨 

 
１．日時 平成１７年４月２５日（月）10:00-12:00 
２．場所 経済産業省別館 ８１７号会議室 
３．議事 （１）大気環境モニタリングの在り方について 
     （２）その他 
４．議事  
○ 委員長に坂本委員が選出された後、事務局から、資料１により検討会の設

公開方針について説明が行われた。検討会の公開方針については、原案の

た。 

○ 事務局から資料２～４の説明が行われ、大気環境モニタリング体制検討の

測定局・基準等の現状、及び測定局（地点）の配置基準の方向性について

議が行われた。 

○ 主な意見は次のとおり。 

・ 各都道府県での測定局設置基準等の情報を整理してほしい。 

・ 新しく測定局を作る際のコスト及び維持管理のコストに関するデータ

・ 「最低限の基準」という言葉について検討すべき。 
・ 地域全体の状況を把握するうえで人口密度の希薄な地域における濃度

○ 今後の配置基準の考え方については、資料４の考え方で検討を進めること

濃度レベルを考慮すべき、②人口当たりの測定局数を考慮すべき、③可住

測定局数を考慮すべき、等の議論を踏まえ、次回に事務局がいくつかの試

なった。 

○ 次回検討会は５月２３日１０：００～に決定。 

 

５．本件に対する問い合わせ先 

  環境省環境管理局大気環境課 ０３－５５２１－８２９４ 

 

６．配付資料 

資料１－１ 大気環境モニタリングの在り方に関する検討会委員名簿 
資料１－２ 大気環境モニタリングの在り方に関する検討会設置要領 
資料１－３ 会議の公開方針（案） 
資料２   大気環境モニタリング体制の検討の背景・必要性について 

資料３－１ 都道府県の測定局の現状 
資料３－２ 大気環境モニタリングに関する基準等の現状について 
資料４   大気環境モニタリング測定局（地点）の配置基準の方向性につ
資料１―２
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＜参考資料＞ 
参考資料１ 関連条文（抜粋）  
参考資料２ 三位一体の改革に伴う環境監視調査等業務について 

（平成１６年１２月２４日通知）） 
参考資料３ 大気汚染防止法の一部を改正する法律の施行について 

（昭和４６年８月２５日通知） 
参考資料４ 大気汚染防止法第２２条の規定に基づく大気の汚染の状況の常時監視に関する

事務の処理基準について 
参考資料５ ダイオキシン類対策特別措置法第２６条の規定に基づく大気のダイオキシン類

による汚染の状況の常時監視に関する事務の処理基準について 
参考資料６ 「一般環境大気測定局における測定値の地域代表性について（抜粋）」 

（昭和６１年３月 測定値の地域代表性に関する検討会報告書） 
参考資料７ 「自動車排出ガス測定局の配置等に関する報告書（抜粋）」 

（平成７年３月 自動車排出ガス測定局の配置に関する検討会報告書） 
参考資料８ 大気環境の常時監視の適正な実施について（平成８年５月３０日通知） 
参考資料９ 環境大気常時監視マニュアル第４版（抜粋） 

 


